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論　　文　　の　　要　　旨

　1961年J．Cederは距離化可能空問の一般化としてMr空間。i＝1，2，3を定義しラM。一空間

はM。一空間でありM。一空間はM。一空間となることを示した。同時にCederはラこの逆が成り立つか

という問題を提起した。Mr空問がM。一空間となることは1976年G．Grue出ageとH．Jm舳aによっ

て独立に証明されたが，M。一空問がMr空問となるかという問題はまだ未解決である。これは「M。

→M。」問題と呼ばれラ現在位相空間論において最も難しく最も興味のある問題の一つに挙げられて

いる。本論文において著者はヨこの解決に各方面から接近を試み，G．Grue篶hageヨR．W．Heath等

の提起した問題に完全な解決を与えている。§2においては，「M。→M1問題」についてのこれまで知

られた結果と問題点が述べられている。§3の主定理はつぎのものである。Mr空間Xにおいてその

各点が閉包保存な開近傍基をもつならばラXの任意の閉集合は閉包保存な開近傍基を持つ。この定理

の結果としてう各点が閉包保存な開集合基を持つMr空問はM。一空問となることが証明され，特に

第1可算Mr空間は各閉集合がMr空間となるようなMr空問，すなわち継承的Mr空間となる

ことが示されている。すべてのM。一空問においてその任意の閉集合がMr空問となるかはまだ未解

決であるために，G．Gruenhageはつぎの問題を提起している。Xが継承的Mr空間ならば。Xの閉

違続像はM。一空問となるか？§4においてこの問題の肯定解が与えられている。この結果の系とし

て，第一可算Mr空問の閉連続像は継承的Mr空間となることが証明される。最近丁．Mizokami

によってM。一μ一空問がM1一空問となることが示されたがヨM。一μ一空間の例としてはG．Gruenhage
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によるF、一距離化可能空問が知られているに過ぎない。本論文の後半において，コンパクトな境界

をもつσ一閉包保存な副基をもつ空問はμ一空問となることが示されている。この結果として，0次

元空問の範囲においては，Mrμ一空問であることとHeath－Jumi1aにより導入されたM。一空問で

あることが同値となることが証明されている。他にS．Okaにより定義されたEM。空間族とσ一閉包

保存な開集合基をもつM。空間族との関連が述べられている。

審　　査　　の　　要　　旨

　「M。→M。」問題は現在位相空間論において最も興味ある未解決問題の一つである。その理由は、

Mr空間が継承的であるとか，積保存性，閉写像による保存性等の性質を持ち、距離空間よりも安

定した空間族を形成するからである。本論文は「M。→M。」問題について最近最も大きな貢献をなし

たものであり、国際的にも非常に高く評価された。特に。各点が閉包保存な開近傍基を持つM。一空

問がMr空問となることおよび継承的Mr空問の閉連続像が継承的Mr空問になるという結果

は，G，Gmenhageの問題に完全解決を与えたものでありラ「M。→Mヱ」問題の解決に大きく近付いた

もので，大変興味深い。また里これらの結果の証明は複雑な段階を経て与えられるが，それに便用

された強力な構成方法は閉包保存な集合を取扱うのに非常に有効なものと与えられる。さらに，0

次元M。一μ一空問がMr容問になるという定理はラ「M。→M1」問題が肯定解をもつという予測を与

えた。この意味で，本論文の定理およびその証明のために開発された方法はラ「M。→M1」問題の追

究に最も直接的でありかつ有効なもので、国の内外から注目されており非常に秀れた業績と考えら

れる。

　よって雪著者は理学博士の学位を受けるのに十分な資格があるものと認める。
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